
令和６年度第１回幸区地域福祉計画推進会議 会議録 

会議の概要 

開 催 日 時 令和６年９月３日（火）午前１０時から午前１１時１０分まで 

開 催 場 所 幸区役所４階 第４会議室 

出

席

者

の

氏

名 

委 員 

（出席） 

渕田英津子（川崎市立看護大学） 

立花和宏（幸区民生委員児童委員協議会） 

松本健一（川崎市幸区身体障害者協会） 

岩川舞（さいわいソーシャルデザインセンター） 

佐々木純也【代理】（幸区医師会） 

髙橋正（日吉商店街連合会） 

大塚謙一郎（幸区地域教育会議） 

 

委 員 

（欠席） 

加藤満治（幸区社会福祉協議会） 

滝澤富士子（幸区町内会連合会） 

川喜田智子（幸区民生委員児童委員協議会）

三浦ひろみ（川崎市育成会手をむすぶ親の会幸支部）

オブザーバー 大竹薫（幸区社会福祉協議会事務局長）  

事務局 荒木（地域みまもり支援センター所長） 

仲藤（地域ケア推進課長） 

青木（地域ケア推進課企画調整係職員） 

上久保（地域みまもり支援センター副所長）

小田（地域ケア推進課企画調整係長） 

神保（地域ケア推進課企画調整係職員） 

議 事 

（公開） 

１ 議題 

（１） 第６期幸区地域福祉計画令和５年度の取組結果及び評価について 

（２） 第７期幸区地域福祉計画について 

（３） その他 

傍聴人の数 ０名 

配付資料 資料１ 第６期各区地域福祉計画（令和３～５年度）における評価に係る考え方について 

資料２ 第６期幸区地域福祉計画（抜粋） 

資料３ 第６期幸区地域福祉計画 令和５年度評価（案） 

資料４ 第６期幸区地域福祉計画 令和５年度実施結果 

資料５ 第７期幸区地域福祉計画策定に向けて 

資料６ 第７期幸区地域福祉計画のタイトル、表紙について 

資料７ 地域包括ケアシステムの普及啓発に向けた方向性について 

別添資料 第７期幸区地域福祉計画 

別添資料 幸区地域包括ケアシステム推進パンフレット 

別添資料 第６期地域福祉活動計画（幸区社会福祉協議会） 

 

  



議事要旨  

発言者 発言要旨 

事務局 開会 

議事録作成のための録音、記録としての写真撮影について了承、資料の確認。 

荒木地域みまもり支援センター所長より挨拶。 

委員の変更があったため、自己紹介。 

議題（１）第６期幸区地域福祉計画令和５年度の取組結果及び評価について 

事務局 【資料１～４に基づき説明】 

【資料３に対する補足説明】 

質問・提案の 1について、事業の評価基準について、第 6 期、第 7期計画共に数値目標

が入っていない。第 8 期の策定に向けて、今後意見交換を重ねていきたい。 

2 について、どのように計画を周知するかについては議題２で意見交換を行いたい。 

3 について、計画の仕組み上、基本目標や基本方針に対して区役所の事業を紐づけるも

のとなっている。 

4 について、行政としても可視化することは重要だと考えている。 

事務局 出席いただいている委員の方が深く関わっている項目について、話をいただきたい。  

重点的な取り組み 1の②について、地域包括ケアシステム推進講演会として「認知症に

なっても自分らしく暮らし続ける地域づくり」と題して、渕田委員に講師を務めていた

だいた。 

渕田委員 認知症を地域の方に知っていただき、それを予防するには、もし認知症になったとした

ら、地域でどんなふうに支えていけるのかを意識して、講座の内容を作った。 

多くの方に参加していただき、認知症を知ってもらうことは達成できた部分もあるが、

継続性や様々な世代の方に知っていただくことは、課題として少し残ったと思う。 

事務局 続いて、重点的な取り組み 2 の③について、ソーシャルデザインセンターの岩川委員か

ら。 

岩川委員 私たちは、地域の団体、NPO 法人、商店会、町内会・自治会などの活動を支える立場で、

中間支援を行っている。 

その活動の一環で、まちづくり支援事業、応援フォーラム、地域交流会を行っているが、 

地域福祉や防災など、色々テーマがある中で、何かに捕らわれることなく、多種多様の

方たちが集まるところに支援させていただいている。 

先日は、区役所の職員にも参加してもらい、地域の方と行政の方が立場を超えて意見交

換する場を設けた。 

私たちは、何ができるというわけではないが、豊かな暮らしを応援していくという意味

で、多種多様な方々と今後も取り組んでいきたい。 

議題（２）第７期幸区地域福祉計画の変更点について 

事務局 【資料５～７に基づき説明】 

事務局 すでに第 7 期計画を作り終えたばかりだが、1 年間で作り上げていくのはとても短い。

第 8 期計画については今年から意見をいただき、3 年をかけて作っていきたいと考えて

いる。ついては、第 7 期計画に関して、感想や改善点等について意見をいただきたい。 

渕田委員 この計画に対する熱い思いがとても伝わってきた。手に取りやすく、前回の委員の皆様



の意見がしっかりと反映されていると思う。私も、 住民の方がこの計画を知ることがと

ても大事だと思う。 

一方で、やはり評価をしっかりと行えるようにしておいた方がいいと思うので、計画自

体に入れるかどうかは別にしても、今後考えていきたい。 

パンフレットに関して、写真を活用することで参加者の関心を引くことができる。特に、

知っている人が写真に映っていると話題になりやすく、関心を集める効果が期待できる

と思う。また、子供や企業の取り組みなどをバランスよく紹介することで、より多くの

人に見てもらえるのではないか。 

今後、いかに知ってもらい、いかに参加してもらい、それを続けよう、他の人に広げよ

うと思えるような仕掛けを考えてみたいと思う。 

佐々木委員 積極的な活動が素晴らしいと感じた。個人的に気になったのは、町内会への加入率が

非常に高い点である。多くの人が参加しているようで感心したが、参加者の世代構成

はどのようになっているのだろうか。人口が増加し、若い世代も増えていると聞いて

いる。また、二次元コードをよく活用している点も印象的である。町内会に加入して

いるのは若い世代が多いのか、それとも世代構成に変化がないのか。 

事務局 町内会を所管する地域振興課からの話によれば、町内会の加入率は下がっているという

認識である。加入者の年齢層を具体的に把握しているわけではないが、新しく引っ越し

てくるワンルームの一人暮らしの方は、なかなか加入してもらえない状況であるため、

若い人の加入は難しいと考えられる。 

しかし一方で、大きなマンションが建設される際には、担当部署が事前に動き、町内会

設立に向けた取り組みを行っている。新小倉にできたクレストプライムレジデンスでも

自治会が立ち上がり、多くの住民が加入している状況である。したがって、新しく引っ

越してくる若い方が全く加入していないかというとそういうわけではない。 

大竹オブザ

ーバー 

7 区の中で、社会福祉協議会と区役所の物理的距離が非常に近いというのが幸区の特徴

である。私も幸区役所で働いていた経験があるため、このプランを作る際には、社会福

祉協議会と連携した取り組みを実現したいと考えていた。イラストの共有化などを含

め、福祉計画と活動計画をリンクさせたものを、皆様の協力を得て作成することができ

た。 

しかし、実際の活動では、区役所と社会福祉協議会がそれぞれ別々の活動を行っている

のが現状である。次の計画に向けては、活動内容をリンクさせ、共催できるものがあれ

ば共催しながら活動を支えることを目指したい。社会福祉協議会には民生委員児童委員

協議会や町内会を含む様々な団体が参加しているため、全体が一体となって取り組むこ

とで、福祉計画や活動計画、地域の活動内容を広く知ってもらうことができる。 

これにより、町内会の加入率向上や、社協と町内会が共通の課題として認識している高

齢化問題への対応が可能となる。行政も含めた総合的な福祉計画と活動計画の実践を目

指し、社協としても多くの課題を抱えているため、様々な部分で連携して取り組みを実

践し、それを生かした計画作りに参画したいと考えている。 

立花委員 細部まで考えられた冊子であり、これまでとは異なる印象を受けて良いと感じた。 

一方で、困っている子供たちについても触れたいと思う。最近では子供食堂や学費の補

助などを社協が行っているが、これらがあまり知られていないのが現状である。この点



も考慮したいと思っている。 

私の住むマンションは一棟建てで、1 つの自治体として機能している。高齢者は増加傾

向にあるが、全体的には少ない。高齢化の逆を行っているため、その点を自治会と連携

しながら広報し、うまく進めていきたいと考えている。 

高橋委員 私も長くこの会議に参加しているが、皆の問題を広く理解するのは難しい。 

私の地域では、たまたま渕田先生がいらして、生活支援コーディネーターの方と良い連

携が取れている。小倉地区は特にうまくいっているが、他の地域の情報は入ってこない。 

私たちは福祉施設の方と共に活動しており、入居者の状況などを話し合っているが、参

加者は民生委員や町会長に限られている。一般の人々がもっとこういった場に参加すれ

ば、地域包括ケアシステムの理解が深まるが、現状では浸透していない。こうした冊子

を見て参加するかどうかが問題であり、区民全体が理解するには時間がかかる。 

私は、新しくできたマンションの魅力アップ事業に参加し、その際に地域全体を盛り上

げようと理事長が努力しているのを見た。納涼祭の際には、渕田先生にも協力をお願い

し、地域全体での参加事業を進めている。区民祭など、線路のこちら側が取り残されて

いる感じがあるため、顔見知りにならないと物事が進まない。ボランティア活動も顔が

見えるようにならないと動かないのが現状である。なので、私はどこでも顔を出し、繋

がりを作るようにしている。商店街という立場を利用し、顔の見える活動を続けていく

ことが重要だと考える。 

松本委員 私は、障害者団体に所属しているため、こうしたことにあまり触れる機会がなかった。

しかし、区民の皆さんにどの程度理解してもらっているのか、PR が必要なのではないか

と感じている。様々なルートを通じて情報を伝えるしかないのかもしれないが、難しい

と感じる部分もある。いずれにせよ、区役所が一生懸命取り組んでも、それが区民に届

かなければ意味がない。多方面での PR が必要であり、現状ではまだ十分ではないと考

えている。どうすれば良いのか、今も考えているところである。 

大塚委員 私はこの計画を作る最初から関わっていて、説明を聞くたびにフラッシュバックする。

最初は皆が好き勝手に意見を言っていた。見にくいとか、手に取らないとか、そういっ

たところから始まり、なるべく多くの人に読んでもらえるように、後ろにあったものを

前に持ってくるなど、様々な調整が行われた。委員の方々が自由に意見を出し、それを

行政の方々が全体をうまくまとめてくれるので、それぞれの立場から意見をしっかり話

すことが重要だと思う。 

先ほど、子供食堂や貧困の問題について触れていたが、こうした話題はなかなか出てこ

ない。しかし、施策の中には一人親や低所得者の中高生の学習支援などもある。自分の

視点から意見を出すことが、幸区全体の福祉向上につながると考えている。 

早い段階から意見を集め、3 年かけて少しずつ考えていくことなので、皆が自由に意見

を出し、手に取ってもらえるようにしたい。 

岩川委員 少しわがままを言わせてもらったが、それを非常によくまとめていただいた。また、広

報の部分で全戸配布を通じて「こういうものがある」と知らせたことは、非常に大きな

第一歩だと感じている。 

別の委員が言っていたように、知ってもらうことのさらに一歩先に進むためには、情報

発信のサポーターを増やすことが重要だと思う。書店に置いてもらったり、私たちのお



店でも置いているが、発信できる人を多く取り入れるのも一つの方法だと考える。 

人をクローズアップしたパンフレットも素敵で、思わず見入ってしまった。私たちも SNS

で地域の方を一人クローズアップして取り組んでいる。定期購読のように町の人々を紹

介すると、知っている人が写っているので広がりやすい。 

地域福祉は高齢者、障害者、子育てなど様々な世代が関わるため、まずは知ってもらう

ことに特化するのが良い方法だと思う。 

事務局 皆様から貴重なご意見をいただき感謝している。 

次回は、来年の 2月頃に第 2 回を行う予定である。皆様からいただいた意見全てを実現

することは難しいが、より実現化するために一生懸命考えていく。第 7期の地域福祉計

画は令和 6、7、8 年の 3年間にわたるため、委員の皆様には引き続き協力をお願いした

い。 

議題（３）その他について 

事務局 特になし。 

事務局 以上で全ての議題が終了した。 

多くの意見をいただき感謝している。今回の計画を超えるものを次回に用意したいと考

えているので、引き続き協力をお願いしたい。これをもって、第 1回推進会議を終了と

する。 

以上 


